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議会本会議議会本会議

（議会全般の運営をスムーズに）

議会運営委員会

（新年度の予算を審査）

予算審査特別委員会

（前年度の決算を審査）

決算審査特別委員会

（福祉や財政・教育等の
様々な調査研究）

総務文教常任委員会

（産業振興・地域整備等の
様々な調査研究）

産業建設常任委員会

（８市町村で運営する
消防・ごみ等に関する協議）

最上広域組合議員
（議会報の編集・発行）

広報調査特別委員会

（村の出納業務を毎月監査）

議会選出監査委員

大蔵村議会大蔵村議会
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村民に身近な存在のはずの村議会、来春の改選を迎え改めて考えてみましょう。
新聞等で地方議会の現状や課題が紹介されています。

　★全国的な傾向の立候補者数の減少(なり手不足)

　★議会の「集中専門型」と「多数参加型」という新制度案に評価が二分

　★数年前に廃止した議員年金の復活案が出てみたり

　様々な角度から検証し、議会の活性化を模索していますが、いずれも決定的な考えに至らず。地方議会
そのものが問われている状況ですが、村民の皆さんに少しでも関心をもってもらい、次の世代につなげて
いきたいと思っています。

巻
頭
特
集

巻
頭
特
集

議会って？

村議会村議会 考える考えるをを昭和58年に18人から16人に ➡ 平成11年から14人に。
そして、平成19年に14人から10人に減らして3回の改選を経過。
議会は、「採決」が本来の形。可否同数とならないよう奇数が基本。そして、
裁定者の議長を加えて、議員定数は偶数となるのが最も理想的です。
定数削減を考えると　10人→8人と考えられます。

報酬額は各町村の議会独自に設定されるものです。
最上郡内の７町村は、ほぼ同額。
県内最高額は高畠町29万円、最低額は庄内町・遊佐町の21.5万円。
現在の報酬額は、平成8年に設定。

『編集長の報酬明細書』※基本的に４年間同じ

積立金とは、会議等での弁当代等すべての飲食費の他に視察研修に用立てるもの。
この他に、期末手当(夏・冬)が約4.5月分支給され、総額約380万円となります。

議会の活動は住民の皆さんには見えにくいのですが、日々努力を
重ねているつもりです。
村の活性化や地域の振興、住民の福祉向上のため…
興味を持っていただき、挑戦する方が増えることを願っています。

一年間の出席日数をおおまかに(H29年度の編集長の場合)
◎ 定例会・臨時会等 15日 年４回の定例会の他臨時の会議も
◎ 全員協議会(議会運営委員会) 10日 定期的に開かれる会議
※ 最上広域組合関係(矢口と議長) 10日 消防、ごみ処理等の運営
◎ 各種会議,視察研修,議会報編集 26日 様々な調査、要望活動、研修等
◎ 各種行事出席 24日 村内行事の他に村外へも

その他県や国政選挙運動への関りも。

『議会の構成』

『議員定数』

『議員の報酬』

『議員の出席日数』

最後に

10人

議　題

議長
( 裁定者 )

議員（三者三様の意見）
現在９人

｝



5 4おおくら  議会だより　第117号 おおくら  議会だより　第117号

9月
定例会

９
月
定
例
会

９
月
定
例
会

　

平
成
30
年
９
月
定
例
議
会
が
、
９
月
11
日
か
ら
14

日
ま
で
開
催
さ
れ
た
。
８
月
５
日
か
ら
６
日
に
発
生

し
た
豪
雨
災
害
の
復
旧
費
を
盛
り
込
ん
だ
村
長
専
決

予
算
を
承
認
し
た
ほ
か
、平
成
29
年
度
の
一
般
会
計
・

特
別
会
計
８
会
計
の
合
計
９
会
計
の
決
算
審
査
を
お

こ
な
っ
た
。

　

平
成
30
年
度
補
正
予
算
、
教
育
委
員
の
任
命
、
追

加
議
案
を
含
む
21
議
案
が
可
決
・
認
定
さ
れ
た
。
ま

た
、
本
議
会
に
２
件
の
請
願
が
採
択
さ
れ
、
意
見
書

が
国
等
に
提
出
さ
れ
た
。
議
案
等
審
議
に
先
立
ち
４

名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
お
こ
な
っ
た
。

決
算
審
査
　
　

特
別
委
員
会

一
般
会
計

歳
　
入
　	

問　

バ
ス
利
用
者
人
数
は
何
人

か
？

答　

肘
折
か
ら
新
庄
ま
で
の
人

数
は
、
延
べ
２
万
7
千
人
で

あ
る
。

問　

村
営
住
宅
使
用
料
の
未
納

金
が
ま
だ
あ
る
が
？

答　

新
庄
市
に
移
住
し
た
人
で

あ
り
、
約
25
万
円
位
で
、
村

で
は
毎
年
催
促
を
し
て
い
る
。

歳
　
出
　	

問　

地
域
総
合
整
備
資
金
貸
付

金
と
は
何
か
？

答　

ふ
る
さ
と
財
団
が
行
う
貸

付
事
業
で
、
今
年
度
は
三
和

食
品
の
食
品
加
工
機
購
入
の

貸
付
金
等
で
あ
る
。

問　

毎
年
同
じ
よ
う
に
貸
付
事

業
を
行
う
の
か
。

答　

20
年
返
済
の
貸
付
事
業
で

あ
り
、
他
の
市
町
村
の
企
業

が
村
に
来
た
場
合
、
今
後
も

対
応
す
る
。

問　

三
和
食
品
で
現
在
の
勤
務

者
数
は
。

答　

20
名
位
働
い
て
い
る
が
、

当
初
は
村
内
か
ら
10
名
程
度

の
目
標
だ
っ
た
が
、
現
在
5

名
働
い
て
い
る
。

問　

土
木
補
償
費
は
、
合
海
・

大
坪
線
の
補
償
と
思
う
が
い

つ
開
通
す
る
の
か
？

答　

平
成
29
年
度
か
ら
の
事
業

で
、
合
海
・
大
坪
線
の
住
宅

移
転
の
補
償
費
で
あ
る
。
災

害
復
旧
に
予
算
を
使
う
為
に

開
通
は
４
、
５
年
先
に
な
る

と
思
う
。

問　

結
婚
相
談
事
業
の
活
動
状

況
と
、
村
内
外
を
併
せ
た
登

録
人
数
は
？

答　

登
録
人
数
は
男
性
24
名
、

女
性
15
名
が
登
録
し
て
い
て
、

今
年
は
13
回
の
パ
ー
テ
ィ
を

開
催
し
た
が
結
婚
に
至
っ
て

い
な
い
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

関
係
で
追
跡
調
査
は
難
し
い
。

問　

地
域
活
性
化
事
業
の
内
容

は
？

答　

主
に
公
民
館
の
新
築
や
改

修
で
、
平
林
公
民
館
の
新
築
、

作
の
巻
公
民
館
の
改
修
な
ど

で
2
，7
0
0
万
円
で
あ
る
。

問　

村
営
バ
ス
の
運
転
手
マ

ナ
ー
に
つ
い
て
、
山
交
バ
ス

よ
り
低
下
し
て
い
る
と
の
声

が
あ
る
が
、
村
と
し
て
、
業

者
へ
の
指
導
は
出
来
な
い
の

か
？

答　

村
と
し
て
も
大
体
把
握
し

て
い
る
。
会
社
に
は
村
か
ら

マ
ナ
ー
の
向
上
に
つ
い
て
要

請
す
る
。

問　

元
気
な
学
校
づ
く
り
支
援

事
業
補
助
金
の
内
容
は
？

答　

補
助
金
の
活
用
は
校
長
先

生
に
一
任
し
て
い
る
。
小
学

校
に
於
い
て
は
、
体
験
、
授

業
改
善
と
学
力
ア
ッ
プ
・
指

導
力
ア
ッ
プ
の
３
点
、
中
学

校
に
於
い
て
は
、
学
力
向
上

を
目
指
す
学
校
づ
く
り
・
特

色
あ
る
学
校
づ
く
り
・
地
域

に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
・

小
中
の
連
携
を
柱
と
し
て
い

る
。

問　

赤
松
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

の
耐
震
調
査
の
結
果
は
？

答　

問
題
は
な
い
の
で
工
事
の

必
要
は
な
い
。
現
状
の
ま
ま

で
使
用
し
て
い
く
。

特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
　�

問　

出
産
育
児
一
時
金
の
支
給

額
は
一
人
当
た
り
い
く
ら
な

の
か
。
ま
た
、
第
一
子
と
第

二
子
の
差
額
は
？

答　

一
人
当
た
り
42
万
円
で
、

何
人
で
も
差
額
は
な
い
。

問　

保
険
税
の
比
率
は
？

答　

４
段
階
に
分
か
れ
て
い
て
、

資
産
割
が
7
％
、
均
等
割
が

25
％
、
所
得
割
が
53
％
、
平

等
割
が
15
％
で
あ
る
。

問　

30
年
度
か
ら
資
産
割
の
7

％
が
な
く
な
る
が
、
こ
の
分

を
ど
う
す
る
の
か
？

答　

県
の
指
導
で
資
産
割
は
廃

止
す
る
。
そ
の
他
の
分
は
今

後
の
動
向
を
見
な
が
ら
検
討

す
る
。

問　

人
間
ド
ッ
グ
の
検
診
者
が

減
少
し
て
い
る
が
？

答　

国
保
の
場
合
、
40
歳
か
ら

74
歳
ま
で
の
検
診
を
基
本
と

し
て
い
て
、
8
7
6
名
か
ら

7
9
6
名
と
な
り
80
名
の
減

少
と
な
っ
た
。

問　

紙
お
む
つ
支
給
予
算
で

不
用
額
が
あ
る
が
ど
う
し
て

か
？

答　

紙
お
む
つ
の
支
給
も
大
切

だ
が
、
対
象
と
な
る
人
に
と

っ
て
健
康
維
持
の
為
に
は
ど

ん
な
方
法
が
一
番
良
い
か
を

考
え
て
い
る
。
決
し
て
対
象

者
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
い

る
の
で
は
な
い
。

団
地
造
成
事
業
　�

問　

今
回
の
大
雨
で
造
成
地
へ

の
水
上
が
り
現
象
が
あ
っ
た
。

か
さ
上
げ
が
必
要
で
は
な
い

か
？

答　

周
辺
の
高
さ
ま
で
１
メ
ー

ト
ル
く
ら
い
の
盛
り
土
を
す

る
。

公
共
下
水
道
事
業
　�

問　

下
水
道
の
普
及
率
は
何
％

か
。
ま
た
、
周
辺
住
民
か
ら

臭
い
等
の
苦
情
を
把
握
し
て

い
る
の
か
。

答　

全
世
帯
で
28
年
度
は
81
・

3
％
、
29
年
度
で
は
83
・
7

％
で
あ
り
思
う
よ
う
に
伸
び

な
い
。
そ
の
要
因
に
高
齢
者

世
帯
や
、
工
事
経
費
の
問
題

が
あ
る
。
苦
情
は
な
い
。

へ
き
地
診
療
所
　�

問　

経
営
に
お
い
て
、
監
査
意

見
書
に
は
独
立
採
算
制
に
す

る
よ
う
と
の
意
見
が
あ
っ
た

が
？

答　

意
見
書
は
あ
く
ま
で
理
想

で
あ
っ
て
、
実
際
問
題
と
し

て
繰
り
入
れ
し
な
け
れ
ば
経

営
は
出
来
な
い
。
医
療
費
の

削
減
に
は
、
健
康
保
持
の
推

進
に
も
力
を
入
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

専
決
予
算

●
平
成
30
年
度
補
正
予
算

（
一
般
会
計
と
特
別
会
計
５
会

計
…
可
決
）「
詳
細
は
６
ペ

ー
ジ
」

平
成
29
年
度
決
算

●
一
般
会
計
の
ほ
か
、
８
特
別

会
計
…
認
定
）「
詳
細
は
５

ペ
ー
ジ
」

平
成
30
年
度
補
正
予
算

●
平
成
30
年
度
補
正
予
算

（
一
般
会
計
と
簡
易
水
道
特
別

会
計
…
承
認
）

「
災
害
復
旧
費
等
」

人
事
案
件

●
教
育
委
員
会
委
員
を
任
命

☆
高
山　

茂
氏
（
肘
折
・
再
任
）

追
加
議
案

●
医
用
画
像
管
理
配
信
シ
ス
テ

ム
装
置
（
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
）
一
式

の
購
入
（
診
療
所
の
内
科
で

活
用
す
る
最
新
機
器
）

★平成29年度決算を可 決認定
★災害復旧費を盛り込ん だ平成30年度補正予算を可決
★請願2件も採択し、意 見書提出へ

請
願
の
審
議

●
９
月
定
例
議
会
に
２
件
の
請

願
が
提
出
さ
れ
、
２
件
と
も

採
択
。
議
会
と
し
て
国
等
に

意
見
書
を
提
出
し
た
「
詳
細

は
６
ペ
ー
ジ
」



4議員が一般質問

　

50
年
に
一
度
と
い
わ
れ
る
豪
雨
災
害
が
、
８
月
５
日
、

６
日
と
最
上
地
方
を
襲
い
、
大
蔵
村
で
も
、
農
業
施
設
や

道
路
等
で
甚
大
な
被
害
を
出
し
ま
し
た
。
農
地
の
法
面
崩

壊
や
土
砂
の
流
入
な
ど
、
農
業
関
係
で
は
村
内
八
百
ヶ
所

で
約
４
億
８
千
万
円
、
公
共
土
木
施
設
で
は
、
道
路
な
ど

で
約
２
億
８
千
万
円
、
河
川
で
は
１
億
１
千
万
円
、
総
額

で
８
億
７
千
万
円
を
超
え
る
被
害
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
８
月
30
日
か
ら
31
日
の
豪
雨
で
も
大
き
な
被
害
が
出

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
平
成
30
年
度
補
正
予
算
審
議
で
は
、
災
害
復
旧

費
も
含
め
、
一
般
会
計
で
２
億
１
千
４
百
万
円
、
特
別
会

計
で
、
４
千
６
百
万
円
の
増
額
補
正
を
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
質
問

平成30年度補正予算
補正額 総　　額 主な補正内容

① 一 般 会 計 2億1400万円 40億6000万円 災害復旧費など
② 国 保 会 計 　1977万円 ４億8327万円 基金積立など
③ 簡易水道会計 356万円 ２億４５２万円 水道布設費
④ 下 水 道 会 計 　　478万円 1億7773万円 汚水桝設置工事費など
⑤ 診 療 所 会 計 　1644万円 2億2797万円 償還金など
⑥ 介護保険会計 　　172万円 4億3596万円 浄化槽整備工事費など

（１万円未満は切り捨て）

９
月
定
例
会

請
願
の
採
択

●
日
本
政
府
が
核
兵
器
禁
止
条

約
に
署
名
し
、
政
府
が
批
准

す
る
こ
と
を
求
め
る
請
願

☆
請
願
者

生
活
協
同
組
合
共
立
社

新
庄
生
協

　

地
域
理
事
会
議
長

岸　
　

昌
子

◎
審
査
結
果　

採　

択

内
閣
総
理
大
臣
等
関
係
機

関
に
意
見
書
提
出

●
種
子
法
廃
止
に
伴
う
万
全
の

対
策
を
求
め
る
請
願

☆
請
願
者

　

農
民
運
動
山
形
県
連
合
会

会
長　

小
林　

茂
樹　

他

◎
審
査
結
果　

採　

択

内
閣
総
理
大
臣
等
関
係
機
関

に
意
見
書
提
出

一 般 　 質 問
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「議会改革」の一環として、長野県生
いくさか

坂村
（人口1770人）の村議会を視察。議員定
数、報酬等について意見交換。

一般質問とは？
村政全般に対し議員が質問し、意見を述べ村政をただし
ていくもので、大蔵村では１議員の持ち時間が45分です。

早坂　民奈 議員

〇災害時の高齢者避難や女性の協力の在り方、
役場機能の維持など、多様な視点で危機管理
を見直せ。

佐藤　雅之 議員

〇介護用紙オムツ、介護者激励金支給要件を利
用者目線で見直せ。

〇より効果的な防災無線に。

八鍬　信一 議員

〇赤松地区通称「松山」の地滑り、崩落カ所の拡
大を受け、現地調査と対応策を急げ。

矢口　　智 議員

〇少子・高齢化のなか、地区運営の「要」である
地区代表らの委任内容や処遇を改め、心の通
う運営体制に。

9P

8P 10P

11P

9月
定例議会

一般質問村政を問う
ここが知りたい 災害復旧費

1億3000万円などを追加
平成30年度補正予算
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早
坂
　
民
奈 

議
員

問
１　

８
月
の
豪
雨
災
害
で
い

ろ
ん
な
こ
と
が
見
え
て
来
た
。

１
点
目
、
避
難
所
は
中
央
公
民

館
、
ま
つ
ぼ
っ
く
り
等
で
あ
っ

た
が
、
自
力
で
避
難
で
き
な
い

避
難
弱
者
に
適
切
で
あ
っ
た
か
。

ま
た
、
堤
防
決
壊
し
た
場
合
は

中
央
公
民
館
も
被
災
す
る
の
で

は
な
い
か
。

２
点
目
、
避
難
所
開
設
の
際
、

女
性
の
関
わ
り
方
を
積
極
的
に

取
り
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。

３
点
目
、
役
場
庁
舎
が
被
災
し

た
時
、
役
場
機
能
は
維
持
で
き

る
の
か
、
対
策
は
講
じ
て
い
る

の
か
。

答
１　

１
点
目
は
行
政
が
個
別

に
対
応
す
る
こ
と
は
困
難
で
、

地
区
の
自
主
防
災
組
織
や
近
隣

の
方
々
の
協
力
が
必
要
不
可
欠

で
あ
る
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な

ど
で「
一
番
近
い
安
全
な
場
所
」

に
自
ら
避
難
す
る
こ
と
が
重
要
。

中
央
公
民
館
が
被
災
し
た
場
合

は
高
台
の
小
中
学
校
を
想
定
し

て
い
る
。

　

２
点
目
は
、
女
性
の
力
が
不

可
欠
で
あ
り
、
各
種
団
体
と
の

連
携
や
協
力
体
制
の
仕
組
み
づ

く
り
な
ど
、
意
見
交
換
を
し
な

が
ら
、
意
思
疎
通
を
図
っ
て
行

く
。

問
２ 

１
点
目

問
① 

共
助
の
取
り
組
み
で
、

手
伝
い
出
来
る
人
数
を
把

握
し
て
い
る
か
。

答
①　

村
民
一
体
と
な
っ
た
防

災
訓
練
を
し
て
い
る
。

問
② 

地
区
公
民
館
な
ど
に
は

危
険
な
と
こ
ろ
も
あ
る
、

公
の
場
所
で
な
く
、
お
寺

な
ど
の
民
間
施
設
を
利
用

で
き
な
い
か
。

答
②　

民
間
に
指
定
す
る
こ
と

は
可
能
で
あ
る
。

問
③ 

高
台
へ
の
避
難
は
高
齢

者
の
方
は
難
し
い
、
バ
ス

の
利
用
の
考
え
は

答
③　

災
害
時
に
手
配
で
き
る

か
検
討
す
る
。

２
点
目

問　

避
難
所
で
の
お
手
伝
い
だ

け
で
な
く
、
運
営
に
関
わ
ら

れ
る
よ
う
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

組
織
作
り
は
で
き
な
い
か
。

答　

同
感
で
あ
り
、
行
政
と
し

て
も
検
討
す
る
。

３
点
目

問
① 

役
場
に
は
避
難
物
資
や

備
品
は
保
管
し
て
い
な
い

の
か
。

答
①　

少
し
あ
る
が
、
他
に
商

工
会
、
沼
の
台
防
災
セ
ン

タ
ー
等
に
保
管
し
て
あ
る
。

食
料
等
は
賞
味
期
限
の
関

係
で
5
年
で
変
え
て
い
る
。

問
② 

庁
舎
の
機
能
は
万
全
か
。

例
え
ば
デ
ー
タ
は
。

答
②　

１
階
に
電
源
が
あ
り
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

デ
ー
タ
は
３
階
に
あ
り
、

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
委
託

業
者
に
も
保
管
し
て
い
る
。

問
③ 

職
員
が
夜
通
し
待
機
や

活
動
を
行
な
っ
て
い
る
が
、

日
中
の
業
務
に
影
響
は
な

い
か
。
全
員
で
は
な
く
、

交
代
制
で
対
応
で
き
な
い

か
。

答
③　

多
く
の
業
務
が
あ
る
が
、

今
回
は
適
度
の
休
息
、
仮

眠
し
交
代
し
た
。

問
④ 

高
齢
者
の
避
難
誘
導
に

大
変
苦
労
し
た
。
自
主
防

災
組
織
の
認
識
を
再
確
認

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
④ 

そ
れ
ぞ
れ
役
割
分
担
等

に
は
十
分
配
慮
し
た
組
織

で
あ
る
。
広
報
で
周
知
し

て
い
る
。

危
機
管
理
の
対
応
と
対
策
は

村
長　

各
種
団
体
と
の
連
携
、協
力 

　
　

体
制
の
意
思
疎
通
を
図
る

い
る
の
が
実
情
。
実
態
を
調
査

し
て
い
る
の
か
。
要
介
護
度
が

下
が
っ
て
も
自
費
で
オ
ム
ツ
等

を
利
用
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

「
自
立
支
援
型
介
護
」
と
い
う

名
目
で
、
実
際
は
単
に
利
用
者

や
家
族
の
負
担
を
増
や
し
て
い

る
だ
け
で
は
な
い
の
か
。

答
２　

現
場
の
声
に
近
い
形
で

（
介
護
行
政
を
）
や
っ
て
い
き

た
い
。
支
給
が
打
ち
切
ら
れ
た

人
の
「
追
跡
調
査
」
も
検
討
し

た
い
。

問
１　

防
災
無
線
の
聞
こ
え
方

や
内
容
、
頻
度
な
ど
に
つ
い
て

住
民
等
か
ら
「
苦
情
」
を
耳
に

す
る
。切
迫
し
た
災
害
等
の「
緊

急
情
報
」な
の
か
行
事
等
の「
お

知
ら
せ
」
な
の
か
、
聞
き
始
め

か
ら
分
か
る
よ
う
に
チ
ャ
イ
ム

音
を
変
え
た
り
、
時
に
は
ほ
っ

と
す
る
「
音
楽
に
乗
せ
て
」
の

放
送
が
あ
っ
た
り
し
て
も
よ
い

の
で
は
な
い
か
。

答
１　

防
災
行
政
無
線
の
利
用

に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
も
い
ろ

い
ろ
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。「
税
の
納
期
到
来
の
放
送

は
、
催
促
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

う
る
さ
い
。」、「
回
数
が
多
い
」、

「
放
送
が
長
く
て
テ
レ
ビ
や
家

族
の
話
が
聞
こ
え
な
い
」
な
ど
。

地
域
性
や
仕
事
、
年
齢
等
に

よ
っ
て
、「
必
要
な
情
報
」
に

差
異
が
あ
る
こ
と
も
一
因
。
村

民
の
意
見
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、

よ
り
よ
い
防
災
情
報
、
行
政
情

報
の
伝
達
手
段
と
し
て
、
そ
の

活
用
に
努
力
し
て
い
く
。
音
楽

の
活
用
も
含
め
て
検
討
す
る
。

問
２　

村
民
を
想
定
し
た
屋
内

用
の
放
送
と
村
外
の
人
も
聞
く

屋
外
の
防
災
無
線
で
流
す
内
容

を
一
部
切
り
分
け
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
エ
リ
ア
メ
ー
ル
や
ソ
ー

シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）

な
ど
も
併
用
し
て
は
ど
う
か
。

答
２　

屋
内
と
屋
外
を
分
け
て

放
送
で
き
る
防
災
無
線
シ
ス
テ

ム
に
な
っ
て
い
る
か
確
認
し
た

い
。
ま
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
活
用
は
、

い
く
つ
か
法
的
な
問
題
も
あ
る

が
、
検
討
し
た
い
。

介
護
用
紙
オ
ム
ツ
、
介
護
者
激
励
金

の
支
給
要
件
の
緩
和
を

村
長　

自
立
を
促
し
、不
足
を
支
援
。

　
　

実
態
の
追
跡
調
査
も
検
討

よ
り
効
果
的
で
、
伝
わ
り
や
す
い

防
災
無
線
に

村
長　

音
楽
の
活
用
等
も
含
め
、検
討

佐
藤
　
雅
之 

議
員

問
１　

村
が
実
施
し
て
い
る

「
地
域
支
援
事
業
」
に
「
紙
オ

ム
ツ
支
給
事
業
」
と
「
寝
た
き

り
高
齢
者
等
介
護
者
激
励
金
制

度
」
が
あ
る
。
基
準
で
は
、
対

象
が
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定

で
「
４
ま
た
は
５
」
な
ど
の
要

件
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
い
っ

た
ん
、
オ
ム
ツ
な
ど
の
支
給
要

件
を
満
た
し
て
も
要
介
護
認
定

が
３
以
下
に
下
が
っ
た
場
合
、

支
給
が
停
止
さ
れ
る
。
一
度
オ

ム
ツ
等
の
支
給
要
件
を
満
た
し

た
人
の
救
済
は
で
き
な
い
か
。

答
１　

従
来
の
「
要
望
型
ケ
ア

プ
ラ
ン
」
で
は
、
数
年
後
に
寝

た
き
り
に
な
っ
て
し
ま
う
可
能

性
が
高
い
。「
自
立
支
援
型
ケ

ア
プ
ラ
ン
」
で
は
、『
で
き
な

い
行
為
』
を
『
で
き
る
行
為
』

に
改
善
す
る
の
が
目
標
。
自
立

を
促
す
制
度
設
計
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
制
度
に
逆
行
す
る
よ

う
な
紙
オ
ム
ツ
支
給
事
業
等
の

要
件
緩
和
は
検
討
し
て
い
な
い
。

問
２　

紙
オ
ム
ツ
等
の
支
給
が

打
ち
切
ら
れ
た
場
合
、
本
人
や

家
族
が
自
己
負
担
で
購
入
し
て
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問
1　

赤
松
地
区
の
通
称
松
山

に
お
い
て
、
８
月
６
日
の
豪
雨

に
よ
り
地
す
べ
り
が
発
生
し
た
。

　

自
治
会
長
と
山
に
登
っ
て
現

況
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
山
頂
付

近
が
陥
没
し
幅
20
メ
ー
ト
ル
長

さ
60
メ
ー
ト
ル
位
の
か
な
り
大

き
な
規
模
で
、
砂
粘
土
状
の

泥
々
し
た
土
砂
が
崩
れ
て
流
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
現
場
は
、
昭
和
49
年
４

月
に
発
生
し
た
赤
松
山
崩
れ
災

害
の
復
旧
箇
所
で
あ
り
、
当
時

の
土
留
め
と
し
て
設
置
し
た
コ

ン
ク
リ
ー
ト
擁
壁
が
倒
壊
し
、

保
安
林
と
し
て
植
栽
し
た
ア
カ

シ
ヤ
の
大
木
も
土
砂
に
押
し
流

さ
れ
埋
も
れ
て
い
る
状
況
で
あ

っ
た
。

　

当
時
、
陥
没
し
崩
落
し
た
斜

面
に
土
砂
を
埋
め
戻
し
た
経
緯

が
あ
り
、
今
回
の
豪
雨
に
よ
り

再
び
陥
没
し
押
し
流
さ
れ
下
流

に
堆
積
し
て
い
る
。　
　
　
　

　

今
後
も
雨
が
続
く
模
様
で
あ

り
、
当
時
1
０
０
メ
ー
ト
ル
幅

で
崩
落
し
た
こ
と
か
ら
周
囲
を

誘
発
し
、
前
回
同
規
模
の
災
害

も
予
想
さ
れ
る
。

　

村
と
し
て
、
早
急
に
関
係
機

関
と
の
現
地
調
査
と
対
策
を
講

じ
る
べ
き
で
、
今
後
の
措
置
に

問　

高
齢
化
・
少
子
化
、
一
人

暮
ら
し
家
庭
、
加
え
て
離
村
す

る
方
も
増
え
「
先
細
り
の
不
安

と
立
ち
向
か
い
先
頭
に
立
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立

場
」
と
し
て
、
各
代
表
の
存
在

意
義
は
以
前
よ
り
も
重
く
な
っ

て
い
る
。
特
に
、
地
区
運
営
の

中
心
で
あ
る
地
区
代
表
に
つ
い

て
は
、従
来
の
村
と
の
運
営(
委

任
)
体
制
を
大
幅
に
見
直
し
、

今
後
の
地
区
運
営
を
お
互
い
に

満
足
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

再
構
築
を
図
る
べ
き
と
考
え
て

い
る
。
今
「
体
制
の
一
新
」
を

図
る
べ
き
だ
。

　

地
区
運
営
の
要
と
し
て
胸
を

張
っ
て
、
頑
張
っ
て
頂
け
る
よ

う
。
ま
た
、
農
事
代
表
や
村
が

委
任
す
る
各
団
体
の
委
員
の
処

遇
も
（
体
制
全
体
も
）
併
せ
て

再
構
築
が
必
要
。

　

こ
れ
か
ら
の
人
口
規
模
に
合

わ
せ
、
心
の
通
っ
た
運
営
体
制

に
な
る
よ
う
に
す
べ
き
と
考
え

て
い
る
が
、
村
長
の
考
え
は
。

地
す
べ
り
対
策

村
長  

県
は
緑
化
工
を
計
画
し
経
過
観
察

地
区
運
営
の
要

村
長  

村
一
体
で
解
決
策
を 八

鍬
　
信
一 

議
員

矢
口
　
　
智 

議
員

つ
い
て
伺
い
た
い
。　

答
１　

村
で
は
８
月
８
日
に
土

砂
崩
壊
の
情
報
を
受
け
、
私
も

担
当
職
員
と
現
地
確
認
を
行
い
、

最
上
総
合
支
庁
長
に
調
査
確
認

を
お
願
い
し
た
。

　

県
担
当
の
森
林
整
備
課
は
そ

の
日
に
現
地
確
認
を
し
て
お
り
、

山
腹
斜
面
上
部
よ
り
土
砂
が
崩

落
し
、
既
設
土
留
工
２
基
が
倒

壊
、
崩
落
土
砂
は
斜
面
下
部
の

杉
林
で
止
ま
り
堆
積
し
て
い
る

と
の
報
告
を
受
け
た
。

　

そ
の
後
３
日
間
に
わ
た
り
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
含
め
現
地
調

査
を
行
な
っ
て
い
る
。

　

現
場
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
土

留
工
４
段
、
片
法
枠
工
４
段
が

施
工
さ
れ
、
土
砂
は
上
部
の
土

留
工
で
止
ま
っ
て
い
る
こ
と
。

８
月
31
日
の
豪
雨
に
お
い
て
も

拡
大
崩
壊
は
見
ら
れ
な
い
こ
と

か
ら
判
断
し
、
今
回
の
災
害
は
、

深
層
崩
壊
や
地
す
べ
り
性
の
崩

壊
で
は
な
く
、
山
腹
表
層
の
崩

壊
で
あ
る
と
の
報
告
を
受
け
て

い
る
。

　

県
で
は
表
面
浸
食
防
止
の
緑

化
工
を
計
画
し
て
お
り
、
こ
の

ま
ま
経
過
観
察
し
、
必
要
に
応

じ
て
土
留
工
の
嵩
上
げ
も
考
慮

す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
40
年

か
け
て
成
長
し
た
樹
木
を
伐
採

し
て
ま
で
構
造
物
を
入
れ
る
必

要
は
な
い
と
の
見
解
で
あ
る
。

問
2　

以
前
植
栽
し
た
ア
カ
シ

ヤ
の
大
木
が
倒
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
緑
化
工
で
対
応
で
き
る

の
か
。
地
盤
ま
で
ア
ン
カ
ー
を

打
込
ん
だ
対
策
は
で
き
な
い
の

か
。

　

地
元
と
し
て
随
時
状
況
確
認

す
る
た
め
現
場
ま
で
の
登
山
道

の
刈
り
払
い
を
し
監
視
し
て
い

る
。

　

村
と
し
て
も
最
良
の
対
策
が

で
き
る
よ
う
、
工
事
説
明
会
を

開
催
す
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

答
２　

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
県

の
意
見
は
緑
化
工
で
一
致
し
て

い
る
。

　

村
と
し
て
は
、
地
元
の
そ
の

よ
う
な
意
見
と
心
配
が
あ
る
と

の
こ
と
で
、
地
区
説
明
会
を
開

催
し
意
見
交
換
を
し
て
い
た
だ

く
よ
う
県
・
総
合
支
庁
に
伝
え

た
い
。　

答　

村
と
し
て
は
、
以
前
か
ら

代
表
の
方
々
と
は
現
在
の
体
制

で
関
わ
り
を
持
ち
つ
つ
、
意
見

を
伺
い
な
が
ら
改
善
に
努
め
て

き
た
。
処
遇
に
つ
い
て
も
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
区
運
営
を
第
一
に

考
え
、
過
重
な
負
担
に
な
ら
な

い
よ
う
検
討
を
行
っ
て
き
て
い

る
。
地
区
代
表
を
は
じ
め
各
種

委
員
の
手
当
て
も
、
こ
の
金
額

が
妥
当
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、

近
隣
の
町
村
を
参
考
に
し
て
お

り
、
決
し
て
他
町
村
に
見
劣
り

す
る
額
で
は
な
い
と
考
え
て
い

る
。

　

今
後
人
口
減
少
が
見
込
ま
れ

る
中
、
地
区
代
表
や
各
種
委
員

の
な
り
手
が
少
な
く
な
る
と
思

わ
れ
、
地
区
運
営
に
も
支
障
を

き
た
す
恐
れ
も
あ
る
か
と
思
う

が
、
村
一
体
で
解
決
策
を
見
い

出
し
て
行
き
た
い
。

　

地
区
代
表
者
連
絡
協
議
会
等

で
意
見
を
集
約
し
て
い
た
だ
き
、

対
応
し
て
い
き
た
い
。

崩落拡大 松山崩落災害状況

昭和49年山崩れ範囲

8月6日豪雨災害



村議会の紹介コーナー №13

　議会が住民に信頼され民主的な村づくりを実現し、

効率的な行財政運営を図るには議会と村民との連携

が重要であり　…　　難しいなあ

　簡単に言うと！

　　　※議会のことを知ってもらいたい

　　　※皆さんの声が聞きたい

　　　※いろんな意見や提言を活かしていきたい

　そんな思いで、２年前から開催してきました。

　今年も12月前半に開催を予定しています。

寒い時期になり出歩くのも大変になると思いま

すが、ぜひ参加してご意見をいただきたいと、

切に願っております。

　来春改選を迎える議会選挙に関する検討内容

もお知らせしたいと考えております。

　ぜひ、ご参加を!!

議会報告会やってます！

いいね！

情報の
共有を

議会
の理解を

村民の
声を

議員の
意識高揚
を

説明
責任を

　

今
年
も
実
り
の
秋
が
や
っ
て
き
た
。

　

棚
田
が
多
い
村
で
は
珍
し
く
も

な
い
景
色
だ
が
、
清
水
城
址
か
ら

の
眺
め
を
、
先
人
の
人
た
ち
に
想

い
を
馳
せ
て
見
て
み
る
と
、
な
ぜ

か
息
遣
い
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う

で
あ
っ
た
。

　

今
で
は
杭
が
け
の
景
色
を
見
る

こ
と
も
、
人
の
賑
わ
い
も
な
く
な
っ

た
。
か
わ
り
に
遠
く
で
機
械
の

音
が
聞
こ
え
て
く
る
。
そ
れ
で
も
、

黄
金
色
に
輝
く
田
に
赤
と
ん
ぼ
が

飛
ぶ
姿
は
、
ず
ー
っ
と
変
わ
ら
な
い
。

　

８
月
の
災
害
で
被
災
し
た
田
畑

で
も
ト
ン
ボ
は
飛
ん
で
い
る
だ
ろ
う

か
。

「
実
る
ほ
ど
頭
を
垂
れ
る
稲
穂
か

な
」

　

人
生
ど
の
よ
う
に
生
き
て
行
く

か
は
そ
の
人
次
第
。
自
分
は
、
と

問
い
か
け
れ
ば
こ
の
句
の
よ
う
に
生

き
て
行
き
た
い
。

（
早
坂　

民
奈　

記
）

委
員
長
　
矢
　
口
　
　
　
智

副
委
員
長
　
早
　
坂
　
民
　
奈

委
　
　
員
　
佐
　
藤
　
　
　
勝

委
　
　
員
　
佐
　
藤
　
雅
　
之
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